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   During the 9 years between 1983 and 1992, 36 patients with renal pelvic and ureteral tumors 
were treated in our hospital. There were 24 males and 12 females. The most common chief com-
plaint was macrohematuria. Intravenous pyelography (IVP) revealed the finding of non-visualized 
kidney, filling defects and hydronephrosis in 99%. Histologically, 26 were found to have transi-
tional cell carcinoma, one squamous cell carcinoma and one adenocarcinoma. 
   The 5-year survival rate of this study was 54.5% according to the Kaplan-Meier's method. 
   In our study the most important prognostic factor was histopathological grading. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 39: 701-704,1993)






































































































は,gradeIIIでは,全 尿,カ テ ー テル 尿 と も全 例 陽
性 で あ り,gladeIIでは,全 尿 で は,43.7%,カ テ
ー テル 尿 では86.9%の陽 性 率 で あ った.gladeIで
は,全 尿 では 陽 性 例 は な く,カ テ ー テ ル尿 で は33.3%
の 陽性 率 であ った.
偽 陽 性(claSS皿)
陰 性(claSSI,H)













も2例施行された.し かし残 りの9例 は,4例 が高齢
や心血管系合併症によりまた5例は肺もしくは骨への
遠隔転移により根治手術不可能であった.手 術以外の
治療法 としては,術 後の補助療法 としては,全 身化学
療法が7例(シ スプラチンを中心とした併用療法4例
シスプラチン単独 が3例),抗癌剤(フ ルオロウラシ
ル,も しくはテガフール)の 内服が8例,ア ドリアマ
イシソ膀胱内注入が7例,ま た放射線療法 とBCG
注入が,それぞれ1例 であった.手術不能例に対 して
の治療 としては,全 身化学療法(シ スプラチン)と抗
癌剤(テ フガール)の内服がそれぞれ2例 施行された。
GradeI5 旦 0 3 1 2
Grade皿5 4 7 0 214
Grade皿0 0 4 0 0 4





















6.病 理 組 織 学 的 所 見
36例中28例の所 見 が 明 らか で あ り,移 行 上 皮 癌 が26
例,移 行 上皮 癌+扁 平上 皮癌 が1例,移 行 上 皮 癌+
腺 癌 が1例 で あ っ た.異 型 度 はgradeIが6例,
gradeIIが15例,gradeIIIが7例で あ った.深 達
度 はpTisが1例,pTaが7例,pT1が10例,pT2
が1例,pT3が6例,pT4が2例 で あ った.ま た
gradeと深達 度 と の関 係 で は,gradeIIIの 症 例 は
CISの1例 を除 い てす ぺ てpT3以 上 で あ りgrade
Iの 症 例 はす べ てpTl以 下 であ った.
7.膀 胱 腫 瘍 併 発 の 有 無
調査 時 点 で の 膀 胱腫 瘍 の 併発 は36例中12例に認 め ら
れ,そ の 内 訳 は,膀 胱 腫 瘍 先 行 例 が2例,同 時 が3
例,後 発 が7例 で あ った.ま た 同時 な らび に 後 発症 例
中gradeIIIの 症 例 は な く,gradeIIはそ れ ぞれ
2例 と4例,gradeIは1例 と3例 で あ った.ま た
後 発症 例 はす べ てpT2以 下 の症 例 に発 生 した.
8.予 後
症 例 の 観察 期 間は,3ヵ 月 か ら9年 で,平 均33ヵ月
で あ った.全 症 例 の生 存 率 は,1年 生存 率180.4%,
3年 生 存 率165.4%,5年 生 存 率=54.5%であ った.
grade別で は,gradeIが3年 生 存 率 ・100%,
gradeIIが68.6%,gradeHIが28.6%であ った.
深 達 度 別 で は,同 じ く3年 生 存 率 でT2以 下(Ts)





































































































市 立 豊 中病 院 泌尿 器 科 に お い て入 院 治 療 を 行 った36
鍵 の 腎 霊 象 管睡 蕩 に つ い て 臨 濠釣 鹸 討 を 行 った.
1.饒 顯 ま2対1と 男 子 に 多 く,平 均 年 離 裏鍔子66.4
歳,女 子68,4歳で あ ・)た・
2.主 訴は 肉眼 的 血 尿 が66.7%と一 番 多 か った.
3.尿 細 胞 診 陽 性 率 は,全 尿 に おい て41.7%,カテ ー
テ ル 尿 に お いて6玉.ま駕 で あ り,grade嚢 以 上 の 移
行 上 皮癌 では,カ テ ーテ ル 尿に お い て ほ とん ど陽 性
で あ った.
4.組 織 型 で は 移 行 上 皮癌 が72、2蕩と 一番 多掛 った.
5.Kaplan-Meier法に よ る生 存 率 隷,全 蕪 倒 で1
奪 生 存 率:89.4%,3年 生 存 率:65.4%o,5年生 移
率:54.5%o,またgradeに よる 生存 率 の養iが一番
鑛 著 であ った.
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